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ジョンソン・エンド・ジョンソン（J&J）は，

バンドエイドやベビースキンケアでよく知ら

れ，エクセレント・カンパニーの 1つである。

本書の第 1章では，J&J の経営姿勢の基本と

なる①「我が信条（Our Credo）」を説明する。

1921 年に創設した J&J は，1943 年にこれを起

草する。顧客，社員，社会，株主に関する信条

からなる。顧客に対しては，迅速に正確に「価

値」を提供する。社員の多様性を尊重する。社

会には，世界の健康を支援する。株主が正当な

報酬を享受するために「イノベーション」を蓄

積する。

J&J の企業戦略は，② M&A 戦略である。

この戦略により世界全体のホールディングカン

パニーのである中小企業の集合体である「ファ

ミリー企業」が形成された。そして，経営は世

界ネットワーク経営となる。この際に，ファミ

リー企業のイノベーション駆動のために③

CEO リーダーへの集権と現場主義中心の分権

主義の組織が経営体制の特徴となる。

第 3 章では，「我が信条」の「見える化」と

して 1996 年に制定された業務上の具体的な行

動規範を説明する。この基準は，全体としてコ

ンプライアンス（法律の順守）に関わる。行動

基準では「多様性」（Diversity）のための遵守

が注目される。

第 4章の研究開発に関して，イノベーション

駆動は，自前主義ではなく，外部連携の推進に

よる④オープンイノベーションである。また，

第 5 章の人材マネージメントに関して，J&J

は，社員である「人」が経営の根幹と考え，世

界企業として⑤「多様性」（Diversity）の下で

マネージメントを考える。そこで，2012 年に

リーダーシップの枠組みを確立し，パートナー

シップを通じた「価値」の創造と人生を充実さ

せるイノベーションの創出を目指す。このため

の人材育成の方法は，人に内在して蓄積される

暗黙知である。仕事は，言葉より経験，研修よ

りも現場を重視する。

そして，7章からは，コロナ禍で世界的な対

応の必要性が明らかになった SDGs を説明す

る。J&J が信条として実践していたことを明ら

かにする。

第 9 章の日本企業に対する指針として，「①

「我が信条」の実践，② M&A 成長戦略，③

CEO のリーダーシップ集権，④オープンイノ

ベーション，⑤多様性の遵守」を挙げる。

日本は「失われた 30 年」と言われるが，そ

の原因を明らかにし，対応する必要がある。

「イノベーション」こそが価値を生む。9 章の

⑤「多様性」は，その突破口となる。本書の熟

読がお勧めである。

（くちき あきふみ）
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